
小林正志さん小林正志さん
左から、平山晴彦さん・武田和栄さん左から、平山晴彦さん・武田和栄さん
五城目町消防団（団長：千葉與右エ門さん）五城目町消防団（団長：千葉與右エ門さん）
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９月27日、朝市ふれあい館で、「また帰ってきたア
キタベン ―五城目ナマリバ計画―」を開催しました。

このイベントは、秋田魁新報社と五城目町が共催。
会場では、言語学者の佐藤稔

みのる

さん（秋田大学名誉教
授）、タレントのバリトン伊藤さん、コミュニティド
クターの漆畑宗

そうすけ

介さん（湖東厚生病院医師）の皆さ
んが、秋田弁の魅力を語り合いました。

また、朝市通りでは、景品がもらえる「あきた弁
ラリー」を行ったほか、朝市ふれあい館駐車場では、
秋田県出身の芸人「ねじ」の２人による秋田弁を交
えたコントや、本町出身のラッパー羅

ら か ん

漢さんのライ
ブが披露されました。

五城目で秋田弁の魅力を再発見！五城目で秋田弁の魅力を再発見！

秋田弁の魅力を語り合う、バリトン伊藤さん・漆畑さん・佐藤さん秋田弁の魅力を語り合う、バリトン伊藤さん・漆畑さん・佐藤さん

秋田弁を交えたコントで会場を秋田弁を交えたコントで会場を
沸かせる、芸人「ねじ」の２人沸かせる、芸人「ねじ」の２人

羅漢さんのライブで会場は羅漢さんのライブで会場は
大いに盛り上がりました。大いに盛り上がりました。

◆秋の朝市「きのこまつり」
▶時間 午前９時～正午
▶会場　朝市通り
問 朝市振興委員会事務局（町商工振興課内･☎852・5222）

◆五城目町産業文化祭
▶時間 午前10時～午後３時
▶会場 朝市ふれあい館、五城館、旧秋田信用金庫
問　･産業文化祭実行委員会事務局（町農林振興課内 ☎852・5215）

※･雀館運動公園第３駐車場より、無料シャトルバスを
運行します。

※･イベントの詳細は「広報ごじょうめ」10
月号、またはQRコードから町ホームペー
ジをご覧ください。

　11月１日㈯、全国の朝市関係者が、各朝市の現
状や抱えている問題などを共有し、交流を図る「全
国朝市サミット･in･ 五
城目」が開催されま
す。 サ ミ ッ ト の 詳 細
は、 広 報 ご じ ょ う め
12月号でお知らせす
る予定です。

秋の朝市「きのこまつり」と
「五城目町産業文化祭」を同時開催！

全国朝市サミット in 五城目全国朝市サミット in 五城目
11月２日㈰ 11月１日㈯11月１日㈯

10
月
７
日
、
広
域
五
城
目
体
育
館
第
一
体
育
室
で
町
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
へ
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
。
町
功
労
者
・
功
労
者

の
方
々
な
ど
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
園
児
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
湖
東
厚
生
病
院
に
勤
務
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ド
ク

タ
ー
の
漆
畑
宗そ

う
す
け介

さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
た
動
画
を
上
映
し
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
、
五
城
目
町
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を

共
有
し
ま
し
た
。

町
制
施
行

町
制
施
行
7070
周
年
記
念
式
典
を
開
催

周
年
記
念
式
典
を
開
催

式典には、多くの方が来場。

式典開催にあたり式辞を述べる式典開催にあたり式辞を述べる
荒川町長荒川町長

表 彰 を 受 け た 皆 さ ん表 彰 を 受 け た 皆 さ ん

各表彰者の選考理由を述べる、各表彰者の選考理由を述べる、
諮問委員長の工藤清光さん諮問委員長の工藤清光さん

渡邉彦兵衛さん渡邉彦兵衛さん

町功労者

清野悠太さん清野悠太さん

栄 光 賞

町功労者

左から、町内会長表彰の越髙直人さん・齊藤鉄雄さん左から、町内会長表彰の越髙直人さん・齊藤鉄雄さん
舘岡晃さん、献血功労者表彰の斉藤幹保さん舘岡晃さん、献血功労者表彰の斉藤幹保さん

一般表彰

金野政志さん金野政志さん

優秀農業賞

功 労 者

女性合唱団「コールもりやま」と男
性合唱団「コール谺

こだま

」の皆さんが、「若
き郷土の歌」「馬場目川慕情」を合唱。
町制施行70周年という町の大きな節目
をお祝いしました。

町制施行70周年を記念し、もりや
まこども園（本園・大川分園）園児が、
お祝いの歌を歌いました。

県外から町に移住し、現在、医療機関
の枠を超え地域に根ざした総合診療医で
ある「コミュニティドクター」として活動す
る漆畑さん。自身が感じる町の魅力や普
段の活動についてお話されました。

コールもりやま・コールコールもりやま・コール谺谺
こだま

の皆さんによる合唱の皆さんによる合唱 もりやまこども園園児によるアトラクションもりやまこども園園児によるアトラクション 漆畑宗介さんによる記念講演漆畑宗介さんによる記念講演

退任に伴いあいつを述べる
畑澤教育長

辞令交付式で抱負を述べる
小玉新教育長

10
月
４
日
、
畑
澤
政ま

さ
の
ぶ信

さ
ん
（
矢
場
崎
）
が
、
任
期
満
了
に

伴
い
教
育
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
畑
澤
さ
ん
は
、
秋
田
大
学

教
育
学
部
卒
業
後
、
県
内
各
小
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
平

成
28
年
に
教
育
長
に
就
任
。
以
後
、
９
年
間
に
わ
た
っ
て
同
職

を
務
め
ら
れ
、
町
の
教
育
体
制
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
10
月
６
日
に
町
役
場
で
行
わ
れ
た
辞
令
交
付
式
で
は
、

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
幼
稚
園
副
園
長
、
八
郎
潟
小
学

校・五
城
目
小
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
、小
玉
史た

か
お男

さ
ん
（
東

磯
ノ
目
）
が
辞
令
を
受
け
、「
五
城
目
町
の
か
け
が
え
の
な
い
子

ど
も
た
ち
を
よ
り
よ
く
育
む
教
育
体
制
の
実
現
に
向
け
尽
力
し

た
い
」
と
、
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

畑
澤
政
信
さ
ん
が
教
育
長
を
退
任

畑
澤
政
信
さ
ん
が
教
育
長
を
退
任

小
玉
史
男
さ
ん
が
新
教
育
長
に

小
玉
史
男
さ
ん
が
新
教
育
長
に
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まちの話だいTOPICSTOWN

町から金婚を迎えた参加者へ賞詞と記念品を贈呈。 下段左から八柳さん、近藤さん、伊藤さん施設の説明を受ける伊東大臣（左から２番目）

集いには多くの方が参加。

「お祝いのうた」を歌うもりやまこども園園児

10
月
23
日
、
五
城
館
で
「
金
婚
を
祝
う
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

会
に
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

63
組
の
う
ち
21
組
が
参
加
。
荒
川
町
長
が
賞
詞

と
記
念
品
を
参
加
者
へ
贈
呈
し
、
金
婚
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

ま
た
会
で
は
、
伊
藤
敏と

し
み美

さ
ん
（
落
合
）
に

よ
る
お
祝
い
の
歌
や
、
能
楽
勉
強
会
有
志
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
９
日
、あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス（
秋
田
市
）

で
行
わ
れ
た
公
益
財
団
法
人
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
「
第
62
回
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
で
、

町
内
の
１
団
体
と
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
左
の
と
お
り
で
す
。

○
県
知
事
表
彰

　
老
人
福
祉
功
績
者

　
近
藤

　
強つ

よ
しさ

ん
（
田
町
）

　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
脇
乙
長
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
：
伊
藤

　
正た

だ
しさ

ん
）

○
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　
八
柳
繁し

げ
お夫

さ
ん
（
大
川
）

９
月
29
日
、
伊
東
良よ

し
た
か孝

地
方
創
生
担

当
大
臣
（
当
時
）
が
、
廃
校
を
活
用
し

た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
「
五
城
目
町
地

域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

伊
東
大
臣
は
、
荒
川
町
長
や
、
当
施

設
の
指
定
管
理
を
行
う
一
般
社
団
法
人

ド
チ
ャ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
竹
内
健け

ん
じ二

さ

ん
（
代
表
理
事
）、
石
岡
香か

す
み澄

さ
ん
（
理

事
）
ら
と
共
に
施
設
内
を
見
学
。
施
設

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
実
績
に
関

す
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
伊
東
大
臣
は
、
入
居
者
の
一
人

で
あ
る
高
橋
今き

ょ
う
こ

日
子
さ
ん
（
東
京
大
学

特
別
研
究
員
）
と
、
町
の
魅
力
や
施
設

の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
言
葉
を
交

わ
し
ま
し
た
。

９
月
17
日
、
五
城
館
で
「
敬
老
福
祉
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
１
２
０
人
が
参
加
し
た
集
い
は
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
５
歳
児
に

よ
る
「
お
祝
い
の
う
た
」
で
開
幕
。
集
い
で
は
、
町
か
ら
、
参
加
者
代

表
の
小
熊
ミ
チ
さ
ん
（
99
歳
）
へ
記
念
品
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
有
志
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
、
民
謡
歌
手
の
藤
原

美み
ゆ
き幸

さ
ん
ら
に
よ
る
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
10
月
５
日
、
広
域
五
城
目
体
育
館
で
「
第
36

回
森
鈴
旗
争
奪
秋
田
追
分
全
国
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
一
般
・
熟
年
・
年
少
の
３
部
門

に
44
人
が
出
場
。
大
会
結
果
は
左
の
と
お
り
で

す
。

【
大
会
結
果
】

▼
一
般
の
部

　
優

　
勝

　
倉
田

　
珠し

ゅ
い衣

さ
ん
（
秋
田
市
）

　
準
優
勝

　
高
橋
さ
と
み
さ
ん
（
由
利
本
荘
市
）

　
第
３
位

　
小
笠
原
千ち

あ

き
亜
紀
さ
ん
（
茨
城
県
）

▼
熟
年
の
部

　
優

　
勝

　
伊
藤

　
敏と

し
み美

さ
ん
（
落

　
　
合
）

　
優
秀
賞

　
伊
藤
チ
サ
子
さ
ん
（
岡
本
二
区
）

　
奨
励
賞

　
佐
川

　
隆た

か
お雄

さ
ん
（
仙
北
市
）

▼
年
少
の
部

最
優
秀
賞

　
長
谷
川
芽め

い
さ咲

さ
ん
（
鹿
角
市
）

　
優
秀
賞

　
佐
藤

　
茉ま

ゆ侑
さ
ん
（
北
秋
田
市
）

　
奨
励
賞

　
畠
山

　
心み

ゆ結
さ
ん
（
井
川
町
）

　
奨
励
賞

　
田
村

　
華か

ほ穂
さ
ん
（
鹿
角
市
）

　
奨
励
賞

　
畠
山

　
　
咲え

み
さ
ん
（
秋
田
市
）

「
金
婚
を
祝
う
会
」を
開
催

「
金
婚
を
祝
う
会
」を
開
催

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
表
彰

皆
さ
ん
が
表
彰

伊
東
良
孝

伊
東
良
孝
地
方
創
生
担
当
大

地
方
創
生
担
当
大
臣（
当
時
）が

臣（
当
時
）が

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察

「
敬
老
福
祉
の

「
敬
老
福
祉
の
集集つ

ど

い
」を
開
催

い
」を
開
催

第第
3636
回
秋
田
追
分
全
国
大
会

回
秋
田
追
分
全
国
大
会

伊
藤
敏
美
さ
ん（
落
合
）が
熟
年
の
部
優
勝

伊
藤
敏
美
さ
ん（
落
合
）が
熟
年
の
部
優
勝

一般の部で優勝し、一般の部で優勝し、
森鈴旗を手にする倉田さん森鈴旗を手にする倉田さん

年少の部最優秀賞の長谷川さん年少の部最優秀賞の長谷川さん

熟年の部優勝の伊藤さん熟年の部優勝の伊藤さん

町会計年度任用職員を募集します
生活支援員（学校ＩＣＴ支援員）･････････････ １名

▼業務内容　�情報通信技術支援（ＩＣＴ支援員）

▼任用期間　�12月１日～翌年３月31日
（夏休みなどの長期休業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　�午前８時20分～午後４時50分のうち７時間（休憩１時
間除く）35時間／週

▼報酬（給料）  �1,139円／時間　※優遇する資格保有者は1,342円／時間

▼必要な技術�・資格�
普通自動車運転免許、パソコン操作など

　　　　　　※�小学校または中学校の教員免許状保有者を優遇
調理員･･･････････････････････････････････ １名

▼業務内容　�町立学校での給食調理など

▼任用期間　��12月１日～翌年３月31日
（夏休みなどの長期休業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　�午前７時30分～午後４時50分までのうち７時間（休憩
１時間除く）35時間／週

▼報酬（給料）  1,024円／時間　�

▼必要な技術�・資格　資格不要
●担当課　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）
◇申込方法　�町総務課で募集要項と所定の応募書式の提供を受け、11月

14日㈮までに総務課へ必要書類を提出してください。
◇選考方法　�11月21日㈮頃に面接試験を実施し採用の可否を決定しま

す（面接日程は別途通知します）。
▪申・問 町総務課（☎852・5332）
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12月３日㈬～7日㈰に特設人権相談所を開設します12月３日㈬～7日㈰に特設人権相談所を開設します
秋田人権擁護委員協議会と秋田地方法務局では、以

下の日程で特設人権相談所を開設します。
「子どもや高齢者への虐待」「いじめや体罰」「近隣
との争いごと」「インターネットによる誹謗中傷」など、
人権に関するお悩みや困りごとはありませんか。ひと

りで悩まず、お気軽にご相談ください。
町では、朝市ふれあい館を会場に、毎月「人権困り

ごとなんでも相談室」を開いていますので、ぜひご利
用ください。詳細は、毎月の「広報ごじょうめ」インフォ
メーション欄に掲載しています（今月号は17㌻）。

▼特設人権相談所の開催日・会場
開催日 会　　場 開催日 会　　場

12月 1日㈪
市民センター飯田川館（潟上市） 12月 5日㈮ 八郎潟町青年婦人会館ロマンの里（八郎潟町）

市民センター昭和館（潟上市）
12月 6日㈯

アルヴェ４階　洋室A・B（秋田市）

市民センター天王館（潟上市） 大潟村公民館（大潟村）

12月 3日㈬ 井川町農村環境改善センター（井川町）
12月 7日㈰

五城館（五城目町）

12月 4日㈭
船越コミュニティセンター（男鹿市） ウエスタ―（西部市民サービスセンター）２階 洋室１・２（秋田市）

若美コミュニティセンター（男鹿市）

▼開設時間 午前10時～午後３時 ※�上の期間以外にも法務局では、平日（午前８時30分～午
後５時15分）も人権相談所を開設しています。

問 秋田地方法務局人権擁護課（☎862・1443）

「矢田津世子の文学と遺稿集」をテーマに講演する高橋副学長

子どもたちが自ら考えた町の課題解決策を提案。

平和に向けたメッセージを述べる石井さん

10
月
８
日
、
五
城
館
で
「
五
城
目
町
戦
没

者
追
悼
式
・
平
和
祈
念
の
つ
ど
い
」
を
行
い

ま
し
た
。

戦
後
80
年
を
迎
え
た
今
年
の
つ
ど
い
に
は
、

町
内
か
ら
約
20
人
が
参
加
。
黙
と
う
の
後
、

５
３
７
柱は

し
らの

英
霊
に
献
花
を
行
い
、
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
城
目
第
一
中
学
校
２
年
生
の
石

井
彩あ

や

さ
ん
が
、「
私
た
ち
若
い
世
代
が
、
過
去

の
悲
劇
に
目
を
背
け
ず
、
同
じ
過
ち
を
二
度

と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
平
和
な
未
来
を
築

い
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
平
和
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

10
月
10
日
、
五
城
館
で
「
潟
上
・
南
秋
人

権
擁
護
委
員
合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

潟
上
市
と
南
秋
田
郡
の
人
権
擁
護
委
員
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
研
修
会
を
通
じ
て
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
大
切
な
協
調
性
や
相

手
の
心
情
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
学
び
、
日
頃

の
活
動
に
対
し
て
の
考
え
や
課
題
を
共
有
し

ま
し
た
。

ま
た
研
修
会
で
は
、
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
高
橋
秀ひ

で
は
る晴

さ
ん
（
秋
田
県
立
大
学
副
学
長
）

に
よ
る
、
本
町
出
身
の
女
流
作
家
・
矢
田
津

世
子
に
関
す
る
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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町
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追
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実
現
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誓
う

英
霊
に
平
和
な
未
来
の
実
現
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誓
う
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修
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が

潟
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・
南
秋
人
権
擁
護
委
員
合
同
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

まちの話だいTOPICSTOWN

　10月14日、町役場議場で「ごじょうめ子ども議
会」を開催しました。
　「子ども議会」は町教育委員会が主催し、小中学生
が町の魅力や課題を考え、地域社会を支える自覚と主
体性を育むことを目的としています。議場では、小中
学校の児童生徒10名が、自ら考えた町の課題や改善策
について、町長や担当職員と議論を交わしました。

□□　□□さん（五一中２年）
　子どもが町内イベントへ積極的に参画できるよう、意
見箱の設置を検討してほしいです。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五一中１年）

　大雨の際の水害対策や、町内河川工事の進捗状況に
ついて教えてください。
⃞⃞ ⃞⃞さん・⃞⃞ ⃞⃞さん（五城目小５年）

　屋内公園や、屋外遊具付き公園の設置を検討してほ
しいです。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五城目小５年）

　香害※1がもたらす健康被害について町民へ周知して
ほしいです。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五一中１年）

　クマの出没を受け、昨年度提案した「猟友会の報酬
増額」と「危険回避のためのドローン導入」について、
町の対応の進捗を教えてください。また、駆除したクマ
の肉について、食用に加工するなどの活用はできないで
しょうか。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五一中３年）

　五城目第一中学校の校則の見直しを検討してほしい
です。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五一中２年）

　より良い学校づくりのため、教育現場に子どもの声を
反映させる機会を設けて欲しいです。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五城目小６年）

　子どもとお年寄りの交流の場を設けて欲しいです。
⃞⃞ ⃞⃞さん（五一中３年）

　子どもが朝市に出店し地域を盛り上げることで、人口
減少の抑制につながると思います。

※1　香
こうがい

害　･合成洗剤や柔軟剤、香水などに含まれる合
成香料のにおいによって、不快感や頭痛な
どの健康被害が生じること。

子どもたちの声で町を変える「ごじょうめ子ども議会」を開催しました子どもたちの声で町を変える「ごじょうめ子ども議会」を開催しました

提案・質問をご紹介

荒川町長をはじめ、町の担当職員が質問や提案に回答。
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町では、五城目町に在住し、海外への渡航を希望してい
る18歳以上30歳未満の方々を応援する「五城目から世界
一周」の参加者を募集しています。

海外渡航を通じて、文化の多様性
や語学の知見を広げてみませんか。
ご興味のある方はぜひお申し込みく
ださい。
▪申・問 町まちづくり課（☎852・5361）

　五城目町の魅力がつまったPR動画を今年も
作成しました。今回のテーマは「町制施行70
周年記念」。町の風景や人々がつなぐ、五城
目の「これまで」と「これから」
をぜひご覧ください。

海外渡航に興味がある若者の皆さんへ
「五城目から世界一周」参加者を募集中! 五城目町町制施行

70周年記念動画を公開！

自
治
体
の
外
に
住
み
な
が
ら
多
様
に
地
域
と
関
わ

る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
し
た
イ
ベ

ン
ト「
五
城
目
町
関
係
人
口
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
、
宮
城
県
仙
台
市
と
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
へ
は
、
本
町
へ
興
味
を
持
つ
「
五
城
目
フ
ァ

ン
」
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
町
の
特
産
品
を
楽
し
み
な

が
ら
、
ゲ
ス
ト
の
本
田
望も

え恵
さ
ん
と
小
玉
大だ

い
や也

さ
ん

に
よ
る
ト
ー
ク
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

町町
関
係
人
口
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
！

関
係
人
口
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
！

本 田 望
も え

恵 さん
　国際教養大学への入学を機に秋
田県に移住。大学卒業後は、町村
地区にある古民家を活用した宿泊
施設「シェアビレッジ町村」の管
理人をされており、町の魅力を発
信し続けています。

小 玉 大
だ い や

也 さん
　五城目町で生まれ育ち、現在は、
小学校教員のかたわら、県内各地
の景色やイベントの様子を、カメ
ラやドローンを使って撮影。これ
まで、様々な写真や映像作品を制
作されています。

ゲスト紹介

〈宮城県仙台市開催〉９月20日 〈東京都千代田区開催〉10月18日

会場には、日本酒をはじめ様々な町の特産品が並びました。 役場職員が町の概要を説明。

自身が撮影した写真で町の魅力を伝える小玉さん 暮らしの中から見つける「映える五城目」を伝える本田さん

　　　　（敬称略）

秋田県中学校秋季陸上競技大会
◇男子２年1500㍍

▶第１位　･佐々木陸翔（五一中２年）

男鹿潟上南秋中学校秋季体育大会
◇陸上男子共通200㍍

▶第１位　･伊藤　陸斗（五一中２年）

◇野球
▶優　勝　･※･五一中・井川義務・男鹿

南中　合同チーム

◇卓球女子団体
▶優　勝　･五城目第一中学校女子卓球部

◇卓球女子個人
▶優　勝　･金澤こころ（五一中２年）

◇柔道男子団体
▶優　勝

◇柔道男子個人
▶優　勝　･阿部　渉真（五一中２年）

▶優　勝　･小林　悠真（五一中２年）

◇柔道女子個人
▶優　勝　原田　陽菜（五一中２年）

潟上市柔道大会
◇中学校女子団体の部

▶優　勝　･※五一中・羽城中･合同チーム

第16回ミズノカップ
秋田県小学生女子ソフトボール大会

▶優　勝　･八郎潟SBC（ソフトボールクラブ）

北秋田市縄文水泳競技大会
◇小学４年女子50㍍背泳ぎ

▶第１位　･石井みなみ（五城目小４年）

◇小学３年男子小学生25㍍ビート板キック
▶第１位　･川村　陽介（五城目小３年）

第17回潟上市柔道大会
◇潟上市スポーツ少年団個人戦低学年の部

▶優　勝　近藤　希子（五城目小１年）

町に響かせる 自慢の歌声

女性合唱団 コールもりやま

0034

　五城目小学校保護者によるコーラス活動がきっか
けで結成された「コールもりやま」。現在は、町芸
術文化協会に所属しています。指揮者・ピアノ演
奏者を含め16名で活動を行っており、今年で結成
48年目を迎えました。
　普段は、町地域活性化支援センターで、第２・
第４月曜日に練習を行っています。指揮者の筒井
杏
あ ん な

奈さん指導の下、毎年３曲ほど新しい曲をマス
ターすることを目標としており、例年、町産業文化

祭の「芸能発表会」や「八朗湖合唱祭」などで歌
を披露しているそうです。
　他にも、町内イベントでの開会の歌や、追悼の歌
などを通じて日頃の練習の成果を発表。今年10月
７日には、「五城目町町制施行70周年記念式典」で、
男性合唱団「コール谺

こだま

」の皆さんと共に、「若き郷
土の歌」「馬場目川慕情」などを歌い、町の節目を
お祝いしました。
　代表の舘岡和

か ず こ

子さん（高崎）は、「結成当初と比
較すると、現在のメンバーは半数ほどに減っており
ますが、一人一人のポテンシャルは非常に高く、い
つも素晴らしいパフォーマンスができています。ま
た、長年の活動を通じて、技術の向上だけでなくメ
ンバーそれぞれの個性が発揮できていると感じてい
ます。コールもりやまは現在、メンバーを募集中で
す。興味のある方は、ぜひご連絡ください」と話し
ていました。
 お問い合わせ先
コールもりやま事務局�本間（090・5352・6226）

現在は、16名で活動を行っています。現在は、16名で活動を行っています。

町地域活性化支援センターで行っている練習の様子町地域活性化支援センターで行っている練習の様子
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マシェイラのHello!五城目町 Hello Gojome,
It's starting to get cooler. It is a 
reminder that winter is almost here.
I am preparing my home for the cold 
weather. I am excited to see the snow 
cover the fields.
Last year was so beautiful.
In America, November is a time for us 
to think about what and are thankful 
for.
I am so thankful I came to Gojome. I 
am happy I have made friends here 
and have gotten to know the children. 
Thank you all for being so kind and 
welcoming. I look forward to spending 
time with you all this winter.  I hope 
everyone thinks about what they are 
thankful for.
Here is a photo of me ringing the bell 
at the top of Moriyama! I was able to 
meet people from all over Gojome. I 
am excited to climb it again.
Until next time.

　ハロー五城目！
　涼しくなってきて、冬がもうすぐそ
こまで来ているのを感じています。
　私は寒さに備え家の準備をしていま
す。畑が雪に覆われているのを見るの
が楽しみです。去年はとてもきれいで
した！
　アメリカでは11月に感謝について考
えます（Thanksgiving�day）。私は五
城目に来れたことに、とても感謝をし
ています。ここで友達ができ、子ども
たちと知り合えて幸せです。皆さんが
温かく受け入れてくれたことに感謝し
ます。この冬、皆さんと過ごせること
を楽しみにしています。皆さんも、自
分が感謝していることについて考えて
みてくださいね。
　こちらは、森山の頂上で鐘を鳴らし
ている写真です！五城目各地から来た
方々に出会うことができました。また
登ることを楽しみにしています。
　ではまた。

感謝について考えよう！

アメリカ合衆国ワシントン州出身。
2024年７月29日から、町の外国語指
導助手（ALT）に着任しました。

Michealea  Lemons
(マシェイラ・レモンズ)

NE SW
ニュース

五
高

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!

五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

●⃞⃞⃞⃞（２年Ａ組）
　水が膝上まである所でおんぶをす
ると、足が取られてバランスがとり
にくかったです。もし浸水被害に
あったら、高齢者やケガ人を積極的
に助けていきたいと思いました。

●⃞⃞⃞⃞（２年Ａ組）
　実際に水の中を歩いたら、思って
いたよりも大変でした。膝下位の水
位でも、水が動いていたり足場が悪
かったりしたら、歩くのは困難だと
思います。日頃からの備えを大切に
したいです。

●⃞⃞⃞⃞（２年Ｂ組）
実家が大雨被害のあった湯ノ又にあ

り、川がすぐ氾濫してしまうため、家
族が大変な思いをしています。大雨が

ないことを願いますが、万が一の際は
今日学んだことを生かしていきたいで
す。

●⃞⃞⃞⃞（２年Ｂ組）
　防災教室で学んだことを家族にも
共有して、しっかり避難できるよう
にしたいと思いました。

●⃞⃞⃞⃞（１年Ａ組）
長靴は浅い所では履いてもよい

が、太ももより上の深いところでは、
水が溜まってしまうので履いてはいけ
ないことを学びました。

●⃞⃞⃞⃞（１年Ｂ組）
落ちているものがないか、しっかり

確認して歩けばよいということが分か
りました。

９月17日、本校の１・２年生と八郎潟中学校の１年生が、八郎潟町Ｂ&Ｇ
海洋センターで「防災教室」を行いました。当日は、五城目警察署や県警機
動隊の方々に指導してもらいながら、大雨で道路が冠水した時の避難方法を
確認しました。以下に生徒たちの感想を掲載します。

1 1 月 の 予 定

11日㈫～14日㈮
　　　･　･２年生修学旅行（関西方面）
19日㈬　生徒会役員改選（立会演説会）
28日㈮　･バスケットボール中央支部

新人大会

水害の発生を想定した訓練の様子

����
集落支援員の �����Gojome!

　こんにちは。集落支援員の保坂です。五城目町に
きてから約１年が経とうとしています。９月には馬
場目寺庭の自宅でカフェを始めました。先日そのカ
フェに同じ集落の方々が８名来てくださいました。

「お久しぶり～！元気だった？」という会話が聞こ
えてきました。元々互いの家の行き来が少なかった
り、集落の集まりがあっても世帯の代表の方のみが
参加したりなどで、近くに住まれていても、意外と
顔を合わせる機会が少ないのだなと実感しました。
　物理的な距離の近さよりも気軽に会いに行ける
きっかけがあることが大切なことだと感じました。
　９月には、大川地区下樋口と馬場目地区寺庭の戸
別訪問を行いました。五城目には、それぞれの集落

ならではの歴史や、思いやりの関係性があること、
そしてまた今後それらの関係性を良い形で残して行
くためにも課題があることを改めて教えていただき
ました。
　これからも地区の集まりの場のサポート、戸別訪
問を継続していければと思います。

９月にオープンしたカフェです。皆さん、ぜひお立ち寄りください！

地方自治体から委嘱を受けて集落の
維持・活性化を支援しています。

集落支援員とは？

皆
ルワンダ語でお元気ですか？
さん、アマクル？がっしーです！

ルワンダの首都で開催されたEXPO（国際展示会）
に、JICA海外協力隊ブースを出展しましたのでご紹
介します。

会場には中東やアフリカ隣国からも出展があり、最
新機器から日用品、伝統工芸品などのお土産品まで、
さまざまな商品が並んでいました。私は、障がい者協
同組合や女性支援団体が制作した洋服や小物入れなど
の手工芸品を販売しました。この日のために打ち合わ
せや商品の確認を重ね、作り手の方が手間暇かけて仕
上げた商品がお客さんの手に渡った瞬間は、とても嬉
しく、達成感を感じました！任地に戻って報告した際

には、作り手の皆さんがとても喜び、「次のイベント
はいつ？」「まだ商品はたくさんあるよ！」と前向き
な声を聞くことができました。

また、来場者の中には日本やJICAをご存じの方も
おり、温かい声を掛けていただく場面もありました。
改めて協力隊として活動していることを誇らしく感じ
た、貴重な機会となりました！ボツワナ ルワンダ

ルワンダ共和国

アフリカ

ボツワナルワンダ

ニックネーム／がっしーがっしー
氏　名／東

ひがしたに

谷拓
たくま

馬さん（奈良県出身）

滞在地／ルワンダ共和国

工芸品の作り手の皆さんに、イベントの報告をしました！
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【
　
短
　
歌
　
】

穂
を
わ
け
て
山
の
ぼ
り
ゆ
く
風
の
道

芒
は
銀
に
秋
を
光
ら
す

下
樋
口
　
小
熊
　
正
明

思
う
こ
と
の
み
多
く
な
り
成
す
こ
と
の

少
な
く
な
り
ぬ
西
空
昏
る
る

八
郎
潟
町
　
畑
澤
　
英
子

夏
ば
て
に
食
欲
低
下

梅
干
し
の
お
茶
漬
け
食
べ
て
笑
顔
が
も
ど
る

岡
　
本
　
二
方
　
征
捷

　
【
　
俳
　
句
　
】

つ
つ
ぬ
け
の
空
の
青
さ
や
雁
渡
る

昭
辰
町
　
本
間
　
富
子

秋
の
宵
か
が
り
火
ゆ
ら
す
舞
扇

上
高
崎
　
舘
岡
　
　
絢

篝
火
と
仕
舞
謡
に
秋
の
風

畑
　
町
　
本
間
　
惠
子

　
【
　
川
　
柳
　
】

講
演
で
横
道
そ
れ
て
盛
り
上
が
る

脇
　
乙
　
い
と
う
由
海

コ
ン
サ
ー
ト
余
韻
に
浸
る
星
月
夜

西
　
野
　
佐
藤
ち
ず
る

遠
く
へ
と
俺
の
心
は
鳥
に
な
り

脇
　
乙
　
伊
藤
　
兼
蔵

さ
く
ら
舞
う
胸
の
水
位
が
溢
れ
出
す

舘
　
町
　
細
田
　
陽
炎

ご
じ
ょ
う
め
の

文  

芸

前
な
ら
え
で
き
な
い
オ
レ
っ
て
ど
っ
か
変
？

君
の
カ
ル
テ
に
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
あ
り

通
学
路
棒
切
れ
振
り
上
げ
君
が
行
く

出
る
な
ら
出
ろ
ク
マ
お
れ
が
相
手
だ

比
ぶ
べ
く
も
な
き
一
芸
君
に
あ
り
飛
行

機
折
ら
ば
雲
の
峰
越
ゆ

薄
雲
が
シェ
ー
ド
と
な
り
て
陽
の
や
さ
し

ゆ
る
ゆ
る
と
ゆ
く
今
朝
の
山
道

北
国
の
夏
の
コ
ブ
シ
は
柑
橘
の
香
を
ふ

く
む一瞬
の
爽

息
ひ
そ
め
見
つ
め
る
先
の
黒
揚
羽
ヘッ
セ

の
あ
こ
が
れ
わ
が
心
に
も

万
民
の
命
は一つ
原
爆
忌

地
球
に
は
戦
争
い
ら
ぬ
と
蟬
の
鳴
く

次
世
代
へつ
な
げ
八
月
十
五
日

里
心
こ
こ
一
番
と
盆
踊
り

休
暇
と
り
空
路
で
め
ざ
す
盆
踊
り

ゆ
る
や
か
に
三
勝
踊
り
輝
け
り

盆
栽
の
よ
う
な
小
さ
な
幸
で
い
い

青
い
鳥
な
ん
て
い
ら
な
い
妻
が
い
る

泣
き
笑
い
し
な
が
ら
歩
く
人
の
道

春
の
朝
肩
車
し
て
高
い
高
い

良
く
焼
け
た
白
炭
一
本
楽
器
に
し

袴
は
き
卒
業
式
に
来
て
く
れ
た

今
日
も
ま
た
私
の
劇
が
幕
開
け
る

台
本
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
そ
れ
が
い
い

大
丈
夫
逆
転
だ
っ
て
で
き
る
か
ら

胸
騒
ぎ
風
が
耳
打
ち
し
た
よ
う
な

遠
雷
の
う
ち
に
悪
さ
を
止
め
に
す
る

何
だ
っ
て
出
来
そ
う
俄
雨
が
止
む

Ｕ
タ
ー
ン
妻
子
を
連
れ
し
曼
珠
沙
華

母
を
恋
ふ
　
蛍
が
帰
へ
る
里
の
水

忠
魂
碑
来
る
人
も
な
し
蝉
時
雨

く
も
り
空
な
に
も
テ
ー
マ
が
浮
か
ば
な
い

た
め
息
も
や
め
た
私
は
私
で
す

理
由
な
く
た
だ
青
空
が
好
き
で
し
た

入
選
二
位
『
君
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
』

（
西
磯
ノ
目
）　
工

　
藤

　
兼
雄
美

入
選
一
位
『
夏
の
雲
』

（
大
川
）　
八

　
柳

　
知

　
徳

入
選
一
位
『
八
月
十
五
日
』

（
昭
辰
町
）　
本

　
間

　
富

　
子

入
選
三
位
『
盆
お
ど
り
』

（
八
郎
潟
町
）　
小

　
柳

　
文

　
子

入
選
三
位
『
小
さ
な
幸
せ
』

（
新
畑
町
）　
渡

　
辺

　
誠

　一

入
選
四
位
『
父
の
想
い
出
』

（
湯
ノ
又
）　
畑

　
沢

　
タ
マ
子

入
選
四
位
『
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
』

（
紀
久
栄
町
）　
越

　
後

　
和

　
子

入
選
二
位
『
雨
が
止
ん
だ
ら
』

（
大
川
）　
渡

　
部

　
光

　
人

入
選
二
位
『
曼
珠
沙
華
』

（
東
磯
ノ
目
）　
菊

　
地

　
政

　
明

入
選
一
位
『
そ
れ
で
い
い
』

（
新
畑
町
）　
荒

　
川

　
　
　
剛

評
　
や
や
も
す
れ
ば
困
っ
た
子
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
君

へ
向
け
る
作
者
の
目
が
あ
た
た
か
い
。
一
首
目
と
二

首
目
、
実
際
の
君
の
言
葉
を
詠
み
込
ん
で
歌
が
生
き

生
き
し
た
。
三
首
目
に
は
明
る
さ
と
救
い
が
あ
る
。

評
　
雲
を
素
材
に
し
た
三
首
は
ど
れ
も
言
葉
に
無
駄
が

な
く
、
的
確
で
引
き
締
ま
っ
た
表
現
は
一
首
一
首
を

力
強
い
も
の
に
し
て
い
る
。
ど
れ
も
心
地
よ
い
調
べ

を
も
ち
、
情
景
が
鮮
や
か
に
目
に
浮
か
ぶ
。

評
　
一
首
目
「
シ
ェ
ー
ド
」
の
見
立
て
が
素
敵
。
二
首

目
は
「
香
り
」
と
表
記
し
た
方
が
読
み
や
す
い
。
三

首
目
は
ヘ
ッ
セ
の
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
か
。
全

体
的
に
内
容
と
表
現
が
よ
く
調
和
し
て
い
る
。

評
　
ふ
る
さ
と
へ
の
情
感
の
ふ
く
ら
み
が
あ
り
、
作
者

の
人
生
の
表
情
が
見
え
、
三
句
と
も
年
季
が
入
っ
て

い
る
秀
句
。
二
句
目
は
特
に
優
し
い
心
根
が
み
え
、

座
五
の
風
土
性
も
魅
力
的
で
あ
る
。

評
　
ま
さ
し
く
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
曇
天
を
目
に
頭

の
冴
え
る
人
な
し
。
悩
ん
で
も
体
も
心
も
一
つ
。
そ

し
て
何
か
を
好
き
に
な
る
事
に
深
い
理
由
は
必
要
な

い
。
自
分
の
言
葉
で
の
句
群
に
好
感
が
持
て
た
。

評
　
ふ
る
さ
と
伝
承
の
盆
お
ど
り
は
楽
し
く
心
地
良
い
。

作
者
は
盆
踊
り
と
土
地
の
風
土
を
愛
し
く
て
や
ま
な

い
の
で
あ
る
。
二
句
目
の
休
暇
と
り
が
郷
里
へ
帰
る

楽
し
み
が
伝
わ
る
。
明
る
い
句
。

評
　
胸
騒
ぎ
を
感
じ
た
事
は
な
い
が
、
風
は
嗅
ぎ
分
け

る
。
雨
が
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。「
悪
さ
」

は
早
目
に
断
つ
べ
し
。
俄
雨
後
の
清
涼
感
は
格
別
。

自
然
の
言
の
葉
を
上
手
に
取
り
入
れ
た
作
品
。

評
　
幸
せ
の
基
準
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
盆
栽
に
も
色
々

あ
る
が
高
価
な
も
の
は
手
入
れ
が
厄
介
。
今
の
生
活

に
満
た
さ
れ
て
い
る
作
者
の
心
が
よ
く
見
え
た
。「
小
さ

な
幸
せ
」
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
の
で
は
。

評
　
一
句
目
は
作
者
の
子
供
時
代
が
目
に
浮
か
ん
で
来

て
心
和
む
。
二
句
目
は
「
楽
器
」
の
着
想
が
適
正
と

い
え
る
。
三
句
目
は
律
義
な
父
の
優
し
い
人
生
も
よ

う
が
連
想
で
き
る
。

評
　
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
「
今
日
よ
り
若
し
日
は
無
い
」

と
の
覚
悟
で
生
き
る
と
毎
日
が
新
鮮
な
初
舞
台
。
一

日
を
有
意
義
に
過
ご
し
満
た
さ
れ
、
何
も
悔
い
な
く

ぐ
っ
す
り
と
眠
り
た
い
。
そ
ん
な
願
望
の
句
群
。

評
　
戦
争
は
嫌
だ
。
原
爆
忌
に
因
み
一
気
に
表
現
。
人

の
命
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る
息
づ
か
い
が
伝
わ
る
。

三
句
目
は
明
日
を
継
ぐ
若
い
人
た
ち
へ
の
心
情
。
現

代
的
表
現
力
を
感
じ
ら
れ
る
。
重
厚
。

俳
句選者

　
舘

岡

誠

二

（
八
郎
潟
町
）

短
歌選者

　
加

藤

隆

枝

（
秋
田
市
）

川
柳選者　

浅
利
猪
一
郎

（
仙
北
市
）

令和７年度 令和７年度 五城目町文学祭入選作品集五城目町文学祭入選作品集

主
催
：
町
教
育
委
員
会

　
　
　
町
芸
術
文
化
協
会

八
本
の
腕
を
伸
ば
し
て
そ
そ
り
立
つ

送
電
鉄
塔
夏
雲
映
す

鋭
角
に一
筋
の
び
る
飛
行
機
雲
や
が
て

太
り
て
鱗
を
ま
と
ふ

雲
去
り
て
鳥
海
山
の
裾
野
さ
へ
際
立

ち
見
ゆ
る
夕
べ
と
な
り
ぬ

入
選
三
位
『
黒
揚
羽
』

（
西
野
）　
鎌
　
田
　
康
　
子

　
ズ
ー
ズ
ー
弁
は
今
で
も
大
切
な
心
の
ふ
る

さ
と
で
す
。
上
京
し
て
何
十
年
た
っ
た
今
も

都
会
の
こ
と
ば
と
秋
田
弁
が
混
ざ
り
、
な
ま

り
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
上

野
駅
に
行
く
と
ズ
ー
ズ
ー
弁
で
話
す
人
た
ち

が
多
く
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
思
い
出
す
こ
と
今
か
ら
約
60
年
前
、
夢
を

追
い
か
け
て
上
京
し
ま
し
た
。
上
野
に
着
い

た
と
き
、
息
苦
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
母
か

ら
は
、「
東
京
の
人
間
に
は
勝
て
な
い
」
と
言

わ
れ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
学
生

時
代
は
貧
し
く
、
当
時
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー

ト
に
は
風
呂
が
な
か
っ
た
た
め
、
タ
オ
ル
で

体
を
拭
い
て
１
日
が
終
わ
る
日
々
。
不
安
と

希
望
が
入
り
交
じ
っ
た
時
代
で
し
た
。

　
就
職
活
動
で
は
、
採
用
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
場
所
は
、
電
電

公
社
（
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）。
辞
令
交
付
式
で
、

同
期
生
６
人
で
宣
誓
書
を
読
み
ま
し
た
。
６

人
と
も
バ
ラ
バ
ラ
の
配
置
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
50
年
経
っ
た
今
で
も
会
っ
て
い

ま
す
。

　
東
京
で
１
番
好
き
な
場
所
は
「
上
野
駅
」

で
す
。
歌
手
・
井
沢
八
郎
が
歌
っ
た
上
野
駅

が
懐
か
し
い
で
す
。
２
番
目
に
好
き
な
場
所

は
修
学
旅
行
で
訪
れ
た「
東
京
タ
ワ
ー
」で
す
。

あ
ん
な
に
高
い
建
物
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
３
番
目
は
「
神
田
本
の
街
」。

学
生
時
代
だ
け
で
は
な
く
今
で
も
古
本
屋
街

を
散
策
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
私
の
趣
味
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
秋
葉
原
な
ど
で

活
動
し
海
外
の
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
毎
年
、
日

本
橋
や
秋
葉
原
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
上
京
後
の
五
城
目
町
と
の
関
り
も

30
年
に
な
り
、
町
の
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
想
う

ズ
ー
ズ
ー
弁
は
、心
の
ふ
る
さ
と

伊
　
藤

　
　
　
廣

（
北
村
出
身
）
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五城目町シルバー人材センターでは

お 仕 事 承 り ま す

一般社団法人 五城目町シルバー人材センター 〒018-1725 五城目町西磯ノ目一丁目６-10
（五城目町保健介護支援センター２階）

☎853・8701

大工・左官関連、襖・障子張り、草取り、草刈、薬剤散布、樹木の剪定、立木伐採、
水田作業、畑作業、ハチの巣駆除、廃棄物運搬処理、清掃・片付け、冬囲い、除排雪、
宛名書き、賞状書き、チラシ配布、買い物代行、病院付添い、他　要相談

ふすま

主　　な
仕事内容

1 1 ・ 1 2 月 実 施 の 講 座 一 覧

町では、「ひとづくり」「つながりづくり」「地域づくり」を
目指して、五城目小学校を開放した講座を実施しています。
どなたでもご参加できますので、ぜひお申し込みください。

問 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）
みんなの学校

～大人も通える小学校～ 

第３回五城目オリジナルミュージカル発表会
·日 時　11月９日㈰･午後３時～午後４時
·会 場　五城目小学校　階段教室
·講 師 五城目町ミュージカル部、汰生喜-Taiki-さん（アーティスト）

コミュニケーションのコツ
·日 時　11月14日㈮･午後１時45分～午後２時45分
·会 場　五城目小学校　階段教室
·講 師　竹内健二さん（株式会社ラウンドテーブル）

五城目で世界一周【学校連携】
·日 時　11月18日㈫･午後１時45分～午後２時45分
·会 場　五城目小学校　階段教室
·講 師　丑田俊輔さん（ハバタク株式会社）

防災マップづくり【学校連携】
·日 時　11月20日㈭･午後１時45分～午後２時45分
·会 場　五城目小学校　階段教室
·講 師 町自主防災組織育成リーダー、町住民生活課

クマと私たちのくらし
·日 時　12月３日㈬･午後６時30分～午後７時30分
·会 場　地域図書室わーくる
·講 師　伊藤秀夫さん、浅野れい子さん（東汀猟友会）

インターネットの健全利用【学校連携】
·日 時　12月10日㈬･午後１時30分～午後２時30分
·会 場　五城目小学校　階段教室
·講 師　秋田県教育庁生涯学習課

講座の詳細やお申し込みは、QRコードからみんなの学校ホームページをご覧ください。

まちの子育て情報

▼乳幼児健康診査　※対象の方へは通知済みです。
　･　診査内容や日程は、QRコードから

町ホームページでも確認できます。

▼母子健康手帳交付／妊婦相談
　　ご希望の方は、町健康福祉課へご連絡ください。
　※･今月の指定日時【11月４日㈫、25日㈫午前９時

～午後３時】以外でも受け付けています。
▪申・問 町健康福祉課（☎852・5180）

町で90歳を迎えられた方をご紹介します

※ 掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際にお知らせください。元元気気にに長長生生きき！！
これからも
お元気で。
これからも
お元気で

⃞⃞⃞⃞さん （広ヶ野）

若 い 頃 は 床屋や縫製の仕事に勤しむ
好きなこと 歌を歌うこと
長寿の秘訣 たくさんご飯を食べること

⃞⃞⃞⃞さん （蓬内台）

若 い 頃 は 書道で受賞歴がある
好きなこと 庭の手入れ
長寿の秘訣 自然体でいること

⃞⃞⃞⃞さん （広青苑）

若 い 頃 は 両利きで手が器用
好きなこと 針仕事や畑仕事
長寿の秘訣 周りの人と話すこと

⃞⃞⃞⃞さん （広ヶ野）

若 い 頃 は 編み物が得意
好きなこと 新聞の切り抜き
長寿の秘訣 好きなものを食べること

⃞⃞⃞⃞さん （久保）

若 い 頃 は 陸上部で短距離が得意
好きなこと 絵や漫画を描くこと
長寿の秘訣 毎日のラジオ体操

❖90歳を迎えられた方（10月20日現在）

9月24日 ⃞⃞⃞⃞さん（広ヶ野）

9月27日 ⃞⃞⃞⃞さん（広青苑）

9月29日 ⃞⃞⃞⃞さん（中川原）

10月 3日 ⃞⃞⃞⃞さん（久　保）

10月10日 ⃞⃞⃞⃞さん（蓬内台）

10月15日 ⃞⃞⃞⃞さん（古川町）

10月16日 ⃞⃞⃞⃞さん（脇　乙）

10月20日 ⃞⃞⃞⃞さん（広ヶ野）

10月20日 ⃞⃞⃞⃞さん（久　保）

問 もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805）
･kodomonoki@kids-moriyama.or.jp

▶11月11月 6日6日㈭㈭　 おさがりマルシェ＆一時保育ってなぁに？おさがりマルシェ＆一時保育ってなぁに？
町健康福祉課から、一時保育利用や入園申込につい町健康福祉課から、一時保育利用や入園申込につい
てのお知らせがあります。ぜひ、ご参加ください。てのお知らせがあります。ぜひ、ご参加ください。

▶11月11日11月11日㈫㈫　 ママも工作しましょママも工作しましょ　ポッキーをデコろう♪ポッキーをデコろう♪
講師：ものかたり　小熊　美奈子さん講師：ものかたり　小熊　美奈子さん

▶11月25日11月25日㈫㈫　 バスに乗って「みそのもくもくへ行こう」 バスに乗って「みそのもくもくへ行こう」
会場　聖園学園短期大学　子育て支援室（秋田市）会場　聖園学園短期大学　子育て支援室（秋田市）
※･こどもの木を午前９時に出発し、午後０時30分に帰園予定※･こどもの木を午前９時に出発し、午後０時30分に帰園予定

▶11月28日11月28日㈮㈮　 親子でキッズ☆ダンス＆誕生会 親子でキッズ☆ダンス＆誕生会
インストラクター：鐙　志穂さんインストラクター：鐙　志穂さん

▶利用時間　月曜日～金曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～午後２時30分

今月のわんパーク
（バス行事以外は10時から開始）

♪各行事の詳細は右のQRコードから♪各行事の詳細は右のQRコードから
ホームページに掲載中のおたよりをご覧ください♪ホームページに掲載中のおたよりをご覧ください♪

●●いずれも、事前予約をお願いします。いずれも、事前予約をお願いします。●●こどもの木は、町外の未こどもの木は、町外の未
就園児および保護者も利用することができます。就園児および保護者も利用することができます。●●参加にあたり、参加にあたり、
体調のすぐれない方、同居されているご家族に風邪症状が見られる体調のすぐれない方、同居されているご家族に風邪症状が見られる
場合は、ご利用をお控えくださるようお願いします。場合は、ご利用をお控えくださるようお願いします。●●行事内容は行事内容は
都合により変更になることがあります。都合により変更になることがあります。

ワクチンの接種費用を助成しています
　町では、「新型コロナウイルス感染症予防接種」
と「インフルエンザ予防接種」の接種費用を助成し
ています。詳細は、QRコードから町ホームページを
ご覧ください。
問･･町健康福祉課（☎852・5180）

インフルエンザ予防接種 新型コロナ予防接種

もりやまこども園の利用申し込みが始まります
令和８年度に、「幼保連携型認定こども園もりやまこ

ども園（本園・大川分園）」の利用を希望する方の申し
込みを受け付けます。ご利用を希望される方は、申請書
等を受け取り必要な手続きを行ってください。
▶配付期間　※土日を除く平日

11月４日㈫～17日㈪　
　午前８時30分～午後４時30分
▶配付場所
　･町健康福祉課窓口
　もりやまこども園（本園・大川分園）

▶提出期間　
12月１日㈪～５日㈮　

　午後０時30分～午後５時30分
※･詳細は、QRコードから町ホームページを

ご覧ください。

問 町健康福祉課　　　　　　　（☎853・0705）
もりやまこども園　本園　　（☎852・3805）
もりやまこども園　大川分園（☎875・3033）
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地域と共にあなたのそばに

JAあきた湖東
〒018－1721　南秋田郡五城目町字七倉123－2
TEL：018－855－1510　FAX：018－855－1501

枝豆　あきた香り五葉使用

秋田のおかず味噌秋田のおかず味噌

お問い合わせ：農産物直売所（湖東のやさい畑） TEL.０１８-８９３-６２３０

直売所で販売してます！
枝豆ソフトもよろしくね。

司法書士 行政書士

・相続の手続き、遺言書 ・死後事務委任契約書の作成
・抵当権の設定、抹消 ・不動産の売買、贈与
・会社設立、役員変更、解散、清算

三種町鹿渡字東二本柳31番地（JR鹿渡駅前）
　　 0185-87-4343 　　 0185-88-8838

　　 https://shihoukunitsuka.com

國柄進一事務所

ご自宅までお伺いします。お気軽にご相談ください。

電話
URL

FAX

飲 酒 運 転 等
追 放 競 争 結 果

1位
（全県25市町村）
令和7年9月末現在

人権擁護委員が
困りごと相談に応じます

○人権困りごとなんでも相談室
▶日　時　11月20日㈭
　　　　　午後３時～午後５時
▶会　場　 朝市ふれあい館　会議室
問  町総務課（☎852・5332）

募 五城目浄水場運転管理
作業員を募集します

▶業 　務　 浄水場施設の運転管理など
▶任用期間　 令和８年４月１日～

　令和９年３月31日
　　　　　※継続雇用有り
▶勤務時間　 日勤：午前８時～午後５時

日勤／宿直：
　午前８時～翌日午前８時
※実労働13時間以内

▶基本賃金　 8,400円（日額・宿直１勤務）
▶必要な資格　 普通自動車免許
▶その他　 社会保険（健康保険・厚生

年金・厚生年金基金）、雇
用保険適用

▶雇用先　 秋田東北商事株式会社
（☎863・3611）

※ 詳細はハローワークで求人票をご確
認ください。

問  町建設課（☎852・5133）

募 減塩の出前講座を開催

　町食生活改善推進員が、減塩の食生
活に関する出前講座を行います。
【森山地区】
▶日　時　 11月26日㈬

午前10時～午後1時頃
▶会　場　森山地区公民館
▶持ち物　 エプロン、三角巾、ご家庭

のみそ汁（少量）
▶申込期限　 11月18日㈫
□申  森山地区公民館（☎852・4421）

【五城目地区】
▶日　時　 12月５日㈮

午前10時～午後1時頃
▶会　場　ケアセンター五城目
▶持ち物　 エプロン、三角巾、ご家庭

のみそ汁（少量）
▶申込期限　 11月25日㈫
□申・問  町健康福祉課（☎852・5180）

募 友愛館 そば打ち教室

▶日　時　   11月５日㈬、12日㈬、
20日㈭　午前10時～

▶会　場　友愛館
▶定　員　各回5人
▶参加費　1,100円
▶持ち物　 エプロン、バンダナ、マ

スク、空のペットボトル
（500ml以上のもの）

□申・問  町教育委員会生涯学習課
（☎852・4411）

募 環境と文化のむら
体験教室のご案内

■ミニ門松づくり
▶日時　 ①12月10日㈬ ②12月14日㈰

午前10時～正午
▶会場　 環境と文化のむら（野鳥の森）
▶参加費　 無料
▶定　員　 30人
※ 開催日１か月前の午前９時から参加

申し込み受け付けを開始します。
□申・問  県環境と文化のむら（☎852・2202）

まきストーブの使用方法
に注意しましょう

　まきストーブは環境に優しい暖房とし
て注目される一方、煙や臭いの苦情も
寄せられています。以下の点に注意し正
しく安全な取り扱いをお願いします。
【使用時の注意事項】
· 煙や臭いが出にくいよう十分乾燥し

たまきを使用。
· 紙やごみなど、まき以外の物は絶対
に燃やさない。

· 火災の原因となる煙突のすすをこま
めに掃除。

· 使用する時季の始めと終わりに機器
を保守点検する。

問  町住民生活課（☎852・5112）

もっと森山をもりあげ隊
定期登山中止のご連絡

　クマが多数出没しているため、11
月１日㈯と12月６日㈯に予定してい
た定期登山を中止します。
　今後の情報は、「広報ごじょうめ」
や「3motaiのブログ｣などでお知ら
せします。
□申・問  松橋（☎090・8415・5828）

飼育マナーを守って
楽しいペットライフを！

大切なペットと安全で幸せな生活を
送るために、飼育マナーを守り、誰も
が過ごしやすい町となるようご協力を
お願いします。詳細は、QRコードか
ら町ホームページをご覧ください。
▶トイレはできるだけ家で済ませ、散歩

は運動のために行うよう心
掛けましょう。

▶ 散歩の際はリードを付け
ましょう。

▶しつけなどについては、獣医師など
の専門家に相談しましょう。

問  町住民生活課（☎852・5112）

屋内温水プール
臨時休館のお知らせ

設備の点検・修繕のため、屋内温水
プールを臨時休館します。
▶日時　 11月１日㈯、２日㈰、

８日㈯、９日㈰
問  屋内温水プール（☎852・4416）

　夕暮れが早くなっています。運転手の皆さんは、午
後４時を目安に早めのライト点灯を心がけましょう。
歩行者や自転車利用者の皆さんは、反射材の使用や明
るい服装の着用を意識しましょう。

　９月25日、町交通安全母の会では、町交通安全協
会の協力のもと、もりやまこども園本園・大川分園で
子ども用反射材とリーフレットの配布を行いました。

４時からライト＆ピカッと反射材運動４時からライト＆ピカッと反射材運動

五城目警察署からのお知らせ 問 五城目警察署（☎852・4100）

身元確認捜査にご協力をお願いします

湖東タクシー㈲

乗務員募集

五城目町字鵜ノ木64－13 ☎018・852・2130
湖東タクシー㈲

乗務員募集乗務員募集乗務員募集乗務員募集乗務員募集乗務員募集乗務員募集

五城目町字鵜ノ木64－13 ☎018・852・2130

営業時間
朝７時～夜12時まで

若干名募集。
履歴書持参のうえお越しください。
委細面談のうえ、決めさせていただきます。
連絡お待ちしております。

　警察では、身元が判明しないご遺体に関する情報を求め
ています。身近に、突然行方が分からなくなった方や、長い
間連絡が取れず安否が分からなくなっている方はいません
か。県警察では、ホームページに身元が判明しない方の似顔
絵や衣類、所持品などの情報を公開しています。QRコード
からアクセスし詳細をご覧ください。
　ホームページの掲載情報に関してお心当たり
がある場合は、五城目警察署や最寄りの交番・
駐在所にご連絡ください。

●町住宅リフォーム推進事業（災害復旧）
�　町住宅リフォーム推進事業へ新たに「災害復旧（持
ち家型）」の項目を開設しました。詳細は、QRコード
から町ホームページをご覧ください。
▶対　象　�９月２日からの大雨で被災した建物につい

て、30万円以上の工事を行う世帯
▶補助額　補助対象工事費の15㌫（上限10万円）
※�申請書は、町建設課で入手できるほか、町
ホームページからダウンロードできます。

▪申・問 町建設課（☎852・5252）

●被災者生活支援特別給付金事業
　住家の浸水被害に遭われた方を対象に、被災者生活
支援特別給付金を給付します。対象となる方へは、町
住民生活課から申請書を送付します。申請書が届かな
い場合や、新たな被災が確認された場合は、住民生活
課へご連絡ください。詳細は、QRコードから町ホーム
ページをご覧ください。
▶対　象　�被災当時に町内に住所があり、９月２日か

らの大雨により住家に床上浸水または床下
浸水などの被害を受けた世帯

▶給付額　�①�床上浸水（持家）10万円
②�床上浸水（借家） 5万円
③�床下浸水（持家） 3万円

▶申請期限　11月28日㈮　▶給付方法　�口座振込
　※申請書の受付確認から約２週間後に振込予定です。

▪申・問 町住民生活課（☎852・5112）

９月２日からの大雨により９月２日からの大雨により
被 害 を 受 け た 方 へ被 害 を 受 け た 方 へ
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おくやみ申し上げます

町の人口と世帯
令和７年９月末現在

前月比 昨年比
人　口 7,621人 （ － 19 ）（ － 256 ）
（男） 3,599人 （ － 10 ）（ － 91 ）
（女） 4,022人 （ － 9 ）（ － 165 ）
世　帯 3,677世帯 （ ＋ 2 ）（ － 63 ）

９月中の転入者数 8人、転出者数 14人

⃞⃞　⃞⃞さん 74歳 8月31日 湯ノ又

⃞⃞　⃞⃞さん 75歳 9月 2日 野　田

⃞⃞　⃞⃞さん 98歳 9月 5日 岩　野

⃞⃞　⃞⃞さん 93歳 9月 9日 大　川

⃞⃞　⃞⃞さん 52歳 9月13日 大　川

⃞⃞　⃞⃞さん 71歳 9月11日 谷地中

⃞⃞　⃞⃞さん 89歳 9月17日 中　村

⃞⃞　⃞⃞さん 91歳 9月22日 広青苑

⃞⃞　⃞⃞さん 94歳 9月22日 舘　町

町 長 交 際 費（９月）

町長の主な予定（11月）
01／　全国朝市サミットin五城目（グリーンロイヤル丸富）

02／　 きのこまつり・産業文化祭オープニングセレモニー（朝市ふれあい館）

秋田魁新報社特別講演会（秋田市）

07／　西粟倉村役場視察研修（岡山県・８日まで）

09／　ふるさと五城目会総会（東京都）

10／　災害復旧促進全国大会・県防災協会の要望活動（東京都）

11／　治水事業促進全国大会・県河川海岸協会の要望活動（東京都）

13／　 全国治水砂防促進大会・県選出国会議員要望活動（東京都）

国際協力機構発足60周年記念式典（東京都）

18／　県関係自由民主党国会議員と町村長との意見交換会（東京都）

19／　 全国町村長大会（東京都）

北東北三県町村長中央研修会・交流会（東京都）

20／　県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会（秋田市）

22／　五城目地区住民体育祭（広域五城目体育館）

26／　五城目町・八郎潟町県道整備促進期成同盟会（グリーンロイヤル丸富）

27／　市町村向け災害対策専門研修「トップフォーラムin秋田」（秋田市）

30／　東北人間教育フォーラム in 秋田（秋田市）

○会　費 2件 15,000円  東北イオン会総会・懇親会、移動振興局懇親会
○接　遇 3件 14,171円  上京時お土産

合計５件 29,171円 ／ 令和７年４月～９月の合計 446,310円
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藤
田町では、10月７日に「町制施行70周
年記念式典」を行いました。式典へご
来場・ご出演いただいた皆さん、誠に
ありがとうございました。私自身、節目
となるこの年に、広報担当として立会
えたことがとても嬉しかったです。町を
支え発展してこられた先人の方々の思
いを引き継ぎ、これからも、広報を通
じて五城目の「今」を皆さんにお伝えし
ていきたいと思います。さて、現在町
ではクマの出没が相次いでいます。皆
さん、被害に遭わないように十分気を
つけてお過ごしください。（藤田 聡）

11月行事予定
1 ㈯

わらしべ塾（華道）　10:00～11:30 町民センター
全国朝市サミット･in･五城目　16:30～ グリーンロイヤル丸富

2 ㈰

秋の火災予防運動　 全町 　8日㈯まで
きのこまつり　9:00～12:00　 朝市通り
産業文化祭　　10:00～15:00　 朝市ふれあい館、五城館、旧五城目信用金庫

8 ㈯
わらしべ塾（クッキング）10:00～13:00 馬川地区公民館
わらしべ塾（サッカー）　10:00～11:30 馬川地区公民館

15 ㈯

わらしべ塾（茶道）　10:00～11:30 町民センター
わらしべ塾（水泳）　10:30～11:30 屋内温水プール
※水泳は22㈯、29㈯の同時刻にも開催

16 ㈰ ミニツリー作り　　　13:30～15:30　 環境と文化のむら

20 ㈭ 朝市健康相談　　　　10:00～12:00　 朝市ふれあい館

22 ㈯
朝市plus+　 　　　･　9:00～12:00 朝市通り
わらしべ塾（箏

そうきょく

曲）　10:00～11:30 町民センター

29 ㈯ わらしべ塾（折り紙）10:00～11:30 町民センター

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区・大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目
馬川地区全町内・森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2025年 12月ごみ収集日程

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ケ野・希望ケ丘・馬川地区（樋口・岩城町を除く）
森山地区・下樋口・石崎・西野・谷地中・曙町
今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１組～７組）
築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）
田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区・馬川地区
馬場目地区・富津内地区・内川地区・大川地区・森山地区

資

源

ご

み

古紙類･ 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

3日・17日㈬　（全町）

1日・ 4日・ 8日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

2日・ 5日・ 9日
12日・16日・19日
23日・26日・30日

3日・ 6日・10日
13日・17日・20日
24日・27日・31日

13日（土）
27日（土）

8日（月）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

◆
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
袋
は
必
ず
氏
名
を
書
い
て
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

町
住
民
生
活
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

◆
大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、
町
の
許
可
業
者
へ
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

❶
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
（
☎
８
４
５
・
７
０
９
９
）

❷
加
藤
商
事
㈱
（
☎
８
５
２
・
２
９
６
０
）

❸
五
城
目
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
５
３
・
８
７
０
１
）

みんなあつまれ！

わーくるだより地域図書室
新着図書や蔵書は「蔵書検索シ
ステム」からどうぞ。QRコードか
らのアクセスはこちらから➡

わーくる
開室時間

▶平　日　午前10時30分～午後６時30分
▶土日祝日　午前９時～午後５時
▶休室日　･毎週火曜日（祝日関係なく）、毎月第３木曜日

　秋田県立図書館から、図書をたくさんお借
りしました。図書は、11月末まで展示を行
い貸出もしています。ぜひご覧ください。

秋田県立図書館の本を読んでみよう！

【休室のお知らせ】
蔵書点検のため、12月18日㈭～23日㈫まで

休室します。
　休室中における図書の返却は、町民センター
や各地区公民館で受け付けています。

※･ご予約・お問い合わせは、地域図書室わー
くるまでお願いいたします。

問･地域図書室「わーくる」（☎838・1162）

※大切にあつかい、返却の期限を忘れずにお守りください。※大切にあつかい、返却の期限を忘れずにお守りください。

空気の乾燥、暖房器具の使用頻度の増加により、火災が発生しやす
い時季となりました。火の用心を心がけましょう。

･･問 町消防署（☎852・2028）

※･火災予防などの詳細は消
防本部ホームページをご覧
ください。

急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし

秋の火災予防運動です
11月
２日㈰から
８日㈯は

！ 運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。




